
･鳥J･1-I-11･ -;･･;i='よ-}i--,I -∴
耳威25阜10月■Nold3

fh髄駕輩肇

すナー

/0月ヒし､うの(;連F日中は25℃以上の寿最ですbく一新励まか,in)強しくtJってきまL

f=｡夏V'あ桐牢て･停那くず､す相適えてきよし7tDか嘘虻簡えて為し薫かれ量を

したり実年レrt:') L,rJLナ曲調､ら汎久もしま五

泉吸の額野もしたり建碑長山ラー,ElLA^ことっ~換｢rtヒったり､体諦皆既に労相しょ5.

/0月/o甘は　さの重言若デー

4用に麹Ll=窒素産菱鯵餅の｢親方観｣鋤き呆1甥(回し2.3.6)

咋卑隻の軸尊'R槻閣知抜によると虐ZfjTは｢周カAお札の埠を生魚よ尊

卑か肇丑L :つ折朗らかに増加してし､ます

回 定雹|ﾘﾉ�以ｸ惓D韜��H昏ﾚ%�"�

25年度 24年度 23年度 22年度 �8ﾇ�*ｦ�Cr縒�讐芦 El矯正威力実施者 ロ視力A 宙視力BCD / 
′l′ 

㈱48.6 
＼lヽ 

韓嚢華鞠46.1 
′l′ 

_-黛棄棄謝47.1 

21年度 0 ��ﾆﾆﾂ��S�縒� 

%50%10 

iTI.紳輔の父宕鮪のときと比べ訳｢楓bA u0)末弟｣の者は頭ら仇こ婚加してしゝ

錐｡剛　醜

中予　やデ' .～q.,'!ぷ一㌔

裸眼視力のみ測定した人

ll 劔I 

25年度本校 24年度本校 23年度本校 24年度広島市 [重い 白罐Cr繆��｢ﾒﾒﾒ罟自�s�B�$fﾃ%��儉:1三20≡6三三 白郁ｹ|ﾔ%�5�ﾘxﾇb��

-lrl 魔�
(34.5) 凵｠視力A 白視力B ロ視力C □視力D □正視力のみ測定者 

48_:6::二二~-:=_ 倅�;h���2綺fﾓ�Bﾃ�?ｨｿ稲R�
I/(/38.L3,/ ���

I--_-,::==:46-.1--,=~- 剞h層15.6l~18.0-巨草薮 

y(3I1..I,′//イ 

__工385.==7-p∴ 剄総�13.Ol7▲7l童妻等9葺≡ �% 仆��8雹|ﾘ+X*��ｩ.�+R�,H*(,�*)�ﾂ悦xｮ�雋�|ﾘ/��ｩ.�+X,H*(,�*"��ﾂ��

】 冤lz 

%20%40%60%80%10 

髄ではここ513間では大きfd-勿乙はありまiftJoまたほっさ,)ヒ尊卑太東につJ/(てr嵐

刀A Jの勤畝萩-,てし､ると路､三根せん水頭抄凝榊庸)鉦づ綻鮎J.ぬ鞘

やコンタクトレンスtl吉武草ヒすき裏をは増加僻編目こあ狙うです. (泉L.i)

表1　矯正視力実施者の割合年次推移

＼ 兌ﾙ�ﾃ#9D��i平成24年 兌ﾙ�ﾃ#YD��

1年 �ｨ耳�ﾂ�一一一一一一 鼎�纈�

2年 �ｨ耳耳耳耳耳爾�20.3 �#2縒�

3年 �#r絣�34.6 �3B綯�

表2　視力Aの割合　年次推移

ー＼ 兌ﾙ�ﾃ#9D��平成24年 兌ﾙ�ﾃ#YD��

1年 梯�一一′ �3�繧�

2年 梯�59.3 鉄r綯�

3年 鉄B纈�44.2 鉄����

･栄嵐力琵宜ではコンクフルンズをしてし､る人やめ糊を猷かけてし､る人につ珊ま｢象
加スノ′                                               jSホむ

申細長,:EtI乱し慧くてi)よし､こヒlこrJ,てし､ます｡糎堺ミ弼てし＼る大和腐骸毘ガて測定

しTこ/f,hヒう15､で露見かこ､触?てきます

ら炎kノ

∴::__ _
めL鉄1鶉#コニタクトレンズも佼濁しTJいて瀕促した勧

めが路桑コンタクトレンズ督乗用レて讃直しT=夜h

(健2013年3月号　大山良徳作表　2012)

｢逝<はよ<見えますbr触一
章.濃的間数して出.つてきて上るvJ/g r農芸由.で坑

でなく.パソコンV)デ1スアレ一号じフヒ且つわるイ慌次あります｡

め鏑紬㌧釦っrJb､'｢りコンタクトレンズ､モ倒レてし＼たり. aTこ遷鼠の接合には

す潤に拭畔呪,如しく㌢リし　.】uqか　甘′むす小

し､

.Ljよ

炎蒙作∩

･iT 'T

/去んE克ノ

鳴緩ま紙澱′{て捜する速射軌こ窺え且くミ邑る断て讃断る騒組抽

わるかもし裳ませL/｡
(夏L二線く･･･)



三ん!九′

軌こそ逓べたわに孝枝でみこTiう夜力硬直は遠見夜直でお引こ果敢p反払よく見え

てし､るかビラか吉堀pqるもので宜

視力にはし､ろし､ろ㌢見え方かあ･).敷物AやBで.具勧ヌ藷なと温くはよく

見えてしても戯群臣やノ十慧ヒ∴温くb(L紳17見えに<いこヒもあります∴

毛様体筋が収縮して水晶

体を分厚くし､近くにピ

-=~~　　　　　　　　　　　　　　一　一　二■　■　▲▲　　_

[ん　　とはあノよせんb曾
亡'T･･' J~, :　三

郷ノートp)出改組
本[〟　勉観　て　　　よ　　帝

ントを合わせています｡こんなとさは感諸政l轟くださし､o

{　　　一郎専る･3っの管轄

■　毛様体筋がゆるんで水晶

体を薄くし､遠くのもの

にピントを合わせます｡

鮭20碑開き

日本学鰯建師)艶

…≡喜.ll.≡,,_I.1.....I..1..11＼

I --　　-.-.-.

①時々､洩<電路折る
古の賊は('､L^iS.且くそ見放け鋤菜て廟ナ埠r0-日功噸(らい遠くをf軋.

がめて目て休めましょう｡

◎　レっあり東Fみモヒる

lT等~:｢~…｢ ~ 71:I-I:=『

二---･-- ∴.＼去

靴崩塊it掘.肌蹴イ廻せるT胤は如きちんと敵をとるこヒAt.とて

も東欝です｡

給軌よ起きてし､る倒す1,ヒ希からF呼ぶ鉄建tづ砲IT L胡二郎休ませるたれこは

盲柁碑鵬時離utH,うJtpkにとることれ姓草で手

酌う入ってき規ミ鼠｢ノ摘凱ヒし頂け郎のは瑚成田銅欄

けてし､る1執ま髄も倒さぬ丁てLl打0

回の鼻か-崩の産れ

◎　きちんと食事セヒる
/僻

三:_~t- ÷㍉二し一一T-こ/)　六一･

~ー■ I  ■    ~~ー~~

粗こ,珊ま像患緯碑録褒巌餅甥密して( fc..打o

の嵐接にも
､るg)でt見てくださし､｡

〈ランスの血ソ蝉を/Fj食しっかリヒるこヒb逓泉です

長い韻に如っけよしよう
鳥丸.ネ77イー9^1:ン

5ヤツ東レだけT Tdl<

南風こも'･鴇.C

尊綻医の逓発足カ＼らよく浅春線13去醸しにくし､だけではfiLく

次のように建壷や教によく机､こ沙洩じま賓

.｣

0見えlこくい

賂距離㌢つて､劫リn'･よく見出せ払巌ごちわーて敵組

釦-) V)ノ樋､らi)わ冥r=の顔秋風Tuこくく慧り三五

o警無し;の鳩できま軌

o宙Lこ神曲などが入-リやすい

寛のもの如く軌こ入っ｢こL)凝扇動こ慧って駅こす,

r= ･)するので目娼わLIT=り鰍贈すくなっTC

リレます｡

かく

LIAta莞崖は｢葵で濠罷すようにLてLlる虹　色信次rCl'し､の5/el-ヒ,tFu.う｡｣ヒ∴おっしゃっ

てし､j LTこ｡紛L:台信か祝人はしっかソ顔て乱せるのTIiうですみTJさ/Jまし､方々ぐで

すれ鞄は猷如､ら軌埴才に切払長瀞にはFyTliEu)ろようにしましょう.

希薄‥鮭zoE碑開音

嫡Vところでテレtitt3%パソコンも

見ると官lこ再･いのは-･

即孟ん中二摘ひと糾蔽己)は断､､とこ7,TL.,釦さく/i.)赦日と二伸汰きくTJ-,て

勘こ入る光の畳も調節しています

たとえばテレKt､モっけひて帖王府)が賭し､VL鋸摘党の畳射まん紗レです頼違

i･己瀬きくLt妹′J EJの軸レンズ(糠)析すく,A-I)ます言う,Jろと呂の中の凄艶す･

巾て　Loン仲強的くTJ.)ます｡萄1℃i/むり点く乳ようとするfこの　レン7/の厚さを減軽ろ

毛筋(老躯断の馳凝胞のわTJ#猷fJ･)細こ折もく･)遷すとほんヒラ

露観にTJってレ鉦持

餅繊細ヒさも与荒のスタンドだlナ叩く幽明ろくViおく如甘にはかの

です

各席:三笠毛新lJ ｢からだや弟気.につ再67頗司に罫えろ本


